
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本スペイン交流４００周年を記念して、福岡市は建築家・伊東豊雄氏の講演会「一本

の木から学ぶこと ～ガウディの教え～」を開催します。 

 

アイランドシティ中央公園「ぐりんぐりん」の設計者である伊東氏は、バルセロナの見本

市会場やトーレス・ポルタ・フィラの他に、アントニオ・ガウディ作のカサ・ミラ前のホテルフ

ァサードのリノベーションも手掛けるなど、スペインでも幅広く活躍されており、また、スペ

インで注目されている彫刻作家アルトォロ・ベルネ氏の作品を日本スペイン交流４００周

年の一環として公園内に期間限定設置する橋渡しをするなど、福岡とスペインの交流に

も尽力して頂いています。 

 

本講演では、スペインの建築や文化が、自身の世界観や作品にどういう影響を与えた

か、ぐりんぐりんの設計にどの様に反映されているかを語って頂きます。 

「そこにある一本の木が自分の先生だ。」
とガウディは言ったんですね。 

僕にとっても同じように、そこにある一本
の木はたくさんのことを教えてくれるよ
うな気がするんです。 

つまり、どういうことかというと、木は枝
分かれしながら伸びていく。すごく単純な
ルールを繰り返しながら、ものすごく複雑
な形を作っているんです。そして太陽の光
を浴び、風を受けて、それぞれ少しずつ一
本の形を変える。特にカサ・ミラは流動的
な空間を作っている。ガウディから一番影
響を受けているのは、その流動的なとこ
ろ。いつも自然に同化していく。最後に建
築が自然と一つのものになっていく。 

 

アイランドシティ中央公園「ぐりんぐりん」北ブロック 

※駐車台数に限りがございます。 

※公共交通機関でのご来場にご協力下さい。 

 


